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１．概要（Summary） 

高時間分解能・大面積・安価な革新的光検出器

（Gaseous Photomultiplier; GasPM）[1]を低コストで開

発するため、大気暴露可能な透過型の LaB6光電面を使

用している。しかし、誤って長時間大気暴露させてしまうと、

表面が酸化されて仕事関数が増大し、時間分解能評価

に必要なピコ秒パルスレーザー（波長 405 nm）に対する

感度がなくなってしまう。そこで、逆スパッタにより酸化膜

をエッチングし[2]、量子効率を回復させることを試みた。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

3元マグネトロンスパッタ装置 

【実験方法】 

LaB6光電面は 40×40×2 mmの合成石英板上に蒸

着してある。これをスパッタ装置内に固定し、4.5×

10–4 Paまで真空引きした後、アルゴンを導入した。RFパ

ワー 100 W（Ar＋の加速電圧約 200 V）で、逆スパッタに

より 67秒間 LaB6表面をエッチングした。このとき、LaB6

表面が約 10 Å削れたと見積もられる。 

我々の実験室において、当該LaB6光電面を組み込ん

だ GasPMに、波長 275、340、385 nmの LED光を照

射して、逆スパッタ前後で光子検出レートを測定した。こ

れにより、光電面量子効率の変化を評価した。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

GasPMに逆スパッタした LaB6光電面を用いると、信

号に付随するノイズが生じるようになった。そして時間経

過とともにそのノイズレートは減少していった。それが逆ス

パッタによる影響かどうかはまだ分かっていない。Fig. 1

にそのノイズを差し引いた後の光子検出レートを示す。 

逆スパッタした次の日の測定ではレートが上昇したが、13

日後の測定では逆スパッタ前のレートと有意に変わらなか

った。1日後、6日後の測定ではノイズレートが高く、ノイズ

を十分差し引けていないと考えられる。よって、今回の逆

スパッタで量子効率を回復させることはできなかったと考

えられる。より多くエッチングすれば改善が見られるかもし

れない。 
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Fig. 1 Photon detection rate of the GasPM with the 

LaB6 photocathode before and after the sputtering. 

 


